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３５ 秋田県立角館高等学校 中期ビジョン（全日制）

Ⅰ 本校が目指す姿

１ 学校の現状や課題

平成２６年４月に旧角館高校と旧角館南高校が統合し、新生角館高校が誕生した。両校が長い歴史の

中で築いてきた伝統や特色を生かしつつ、新しい発想を加えながら、これからの時代や社会の変化に柔

軟に対応した高校教育を推進していくことがこの地域の願いであると捉えている。ここ数年の進路状況

をみると、大学・短大への進学者がほぼ半数、残りが専修学校・各種学校等への進学者と公務員を含め

た就職者がほぼ同数となっている。普通科の進学校の指標として用いられる国公立大学への進学者はこ

こ数年２０名程度にとどまり、地域の要請

に応えているとは言いがたい状況が続いて

いる。しかしながら、部活動は、スキー部

が毎年全国大会に出場しているほか、野球

部による統合初年度の甲子園出場など活躍

を続けている。旧角館高校の前身である旧

制角館中学設立に尽力された平福百穂先生

の『尠(すく)なくも将来東北で尤(もっと)

も優良な中学にしなくてはならぬ』という

設立当時の思いに近づくことができるよ

う、生徒・教職員が思いを一つにしてさら

なる飛躍を期したい。

２ 学校を取り巻く将来の状況の予測

ここ３年ほど、大仙仙北地区の中学校卒業者数は微減の状態であったが、今後５年間では１３０名余

りが減少する予測になっている。この地区では、現状でも大きく定員割れをしている高校があり、さら

なる志願者の減少に直結する中学校卒業者の激減は大きな課題である。本校の志願者数はこれまでほぼ

定員前後で推移してきたものの、令和３年度入試においては大幅な定員割れとなるなど、大きな危機感

を抱いている。そのため、高校進学を目指す中学生やその保護者にとって、魅力ある高校であるために

は何が必要か、この地域の人々が求める角館高校生像は何なのか、これらの思いにしっかりと向き合い、

期待に応えていかなければならない。

３ スクール･ポリシー

ⅰ）グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像）

地域の人口が減少していく中、ふるさと秋田や地域社会を支えようとする高い志をもち、自らの社

会的使命を自覚して様々な課題に積極的に関わりながら国際社会に目を向ける若者を育てていくこと

が求められている。そのため、「矗々参天、国家棟梁ノ材」となる人材の育成を目指す『若杉精神』、

「清く賢く強い」人間の育成を目指す『駒草精神』のもと、次に示す生徒の育成を目指す。

・自他の状況や考えを尊重し、将来を見据えた進路選択ができる生徒（自立）

・積極的に地域社会に関わり、身の周りの問題から社会の問題に至るまで自分事として考え、自ら進

んで行動する生徒（主体）

・現代社会の課題に気付き、他者と協働したり多様な意見を受容したりしながら解決への道筋を論理

的に考え、得られた結論をわかりやすく伝えることができる生徒（探究）

（人）
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・新しい価値やより効果的な解決法を生み出すために、自分なりの答えを見つけ出そうと挑戦する生

徒（創造）

ⅱ）カリキュラム・ポリシー（本校の学び）

多様な進路希望に対応した学びの場を提供するためＡ・Ｂの２コース制とする。Ａコースは四年制

大学合格を主とした進路実現を目指すコースで、国公立大学や難関私立大学への進学にも対応できる

よう１年時より特別進学クラスを設け、早い段階から高い目標を掲げて学力の向上を図る。Ｂコース

は問題解決能力を磨き実践力を身に付けて地域社会に貢献できる人材を目指すコースで、情報・ビジ

ネス系、家庭系、美術系の３系統に分かれる。各系統では地域と密着した商品開発や販売実習、郷土

料理の調理実習などを実践することでこの地域の企業・公務員として活躍する人材を輩出する。また、

総合的な探究の時間（D-time）の実践と第二外国語（韓国語・中国語・ロシア語）の履修により、教

科横断的な知識の活用能力と論理的思考力・表現力・探究力を高め、国際的な視野の拡大を目指す。

ⅲ）アドミッション・ポリシー（求める生徒像）

・自ら高い志を掲げ努力し、清く賢く強く生き抜く生徒

・確かな学力や自ら学ぶ意欲をもち、社会に積極的に貢献していく生徒

・主体的な学習や体験的な活動を通し、郷土への愛着、社会への理解、豊かな感性、創造性を高めて

いく生徒

Ⅱ ５年間を通しての具体的な目標と取組

１ ５年間を通しての具体的目標

人としての魅力を高める指導、及び生徒個々の潜在能力を引き出し主体性を高める指導等により、｢郷

土を愛し、この地域や国際社会で『棟梁ノ材』として貢献できる人材の育成｣を教育目標に掲げて取り

組んでいくこととする。この取組推進による具体的な目標は次のとおりである。

(1) 進路における具体的な目標

①国公立大学合格者３０名以上を目指す 難関大、医学部医学科への合格者複数輩出

②公務員・民間企業への就職内定率１００％を目指す

(2) 部活動等における具体的な目標

東北大会へ出場する部活動等の数 ６ 全国大会へ出場する部活動等の数 ３

２ 目標を達成するための具体的な方法、取組等について

(1) 今年度の「教育目標」「教育方針」「重点目標」

①教育目標

｢郷土を愛し、この地域や国際社会で『棟梁ノ材』として貢献できる人材の育成」

1)「若杉精神」及び「駒草精神」を継承し、自ら高い志を掲げて努力し、世の中を清く賢く強く生

き抜く人材の育成

2)地域の文化・伝統・産業を知り、それに関する体験的・探究的な活動を通して、郷土愛と豊かな

感性を育むとともに、主体的に学ぶ意欲を掘り起こし、創造性豊かでチャレンジ精神旺盛な人材

の育成

②教育方針

1)キャリア教育を教育活動の中心に据え、多様な進路に応じた学力を育むとともに、生涯にわたっ

て学ぶ意欲や真理を探究し続ける人材を育成する。

2)国内外の高校、大学との連携・交流、第二外国語の履修等を通して、グローバルな感覚を身に付

けるとともに、コミュニケーション能力や発信力を育成する。
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3)地域学習や伝統的な郷土の諸行事を通して、ふるさとへの理解を深め豊かな心や郷土愛を育むと

ともに、地域と連携した活動を通して想像力を育成する。

③重点目標

1)人としての魅力（心の偏差値）を高める指導

～「素直な心」「反省の心」「謙虚な心」「奉仕の心」「感謝の心」を育む教育～

2)「育成を目指す10の資質能力」の育成と、「４つのキーワード（自立、主体、探究、創造）を身

に付けた生徒の具体的な姿」を目指した教育の実践

(2) 具体的な内容

①『若杉精神』『駒草精神』を中心に据えた教育活動の推進

1)進路目標の達成と将来の自己実現に資する指導の充実

・望ましい勤労観や職業観を育成するため、D-time（総合的な探究の時間：自己表現能力の育成）

を推進し、課題解決能力、プレゼンテーション能力等を高めるとともに、ＯＢ及び地元企業等

の外部講師による講演会を実施し、将来の自己実現に主体的に取り組む態度を育成する。

・地域の教育力を活用しながら、進学希望者を含めた全生徒へのインターンシップ等体験的な活

動を実施し、職業への理解を深める。

・学習意欲や技術・技能を高める資格取得や各種コンテスト等への積極的な参加を促す。

2)部活動の振興・充実

・東北大会さらには全国レベルで活躍する部活動等を育成する。

・部活動の充実により、変化の激しい時代を生き抜くたくましさを育成する。

②地域や国際社会で『棟梁ノ材』として貢献できる人材の育成

1)地域の活性化に寄与する人材の育成

・地域や企業が有する教育資源を活用した体験学習を積極的に展開する。

・地元企業でのインターンシップ等により、その魅力を理解しながら、地域が抱える課題に向き

合うことで地域の将来を担う意識を高める。

・同窓会、ＰＴＡ、地元企業等と連携した就職支援体制を強化・充実させる。

・地域の一員としての自覚を高め、行事・祭典等への参加を促進する。

・第二外国語の学びを生かし、地域での観光ボランティア等の活動を推進する。

2)グローバル化に対応した人材の育成

・国際的な視野と教養を身に付けることにより、幅広いテーマについて英語で発表し議論できる

能力を育成する。

・仙北市が進める台湾交流と連携し、台湾姉妹校等との国際交流を推進する。

3)人としての魅力（心の偏差値）を高める指導

・社会人として必要な基礎力や社会性を育むため、授業での生徒指導の充実を図る。

・「素直な心」「反省の心」「謙虚な心」「奉仕の心」「感謝の心」を育み、魅力ある生徒の育成を

目指す。

4)教員の授業力の向上

・ＩＣＴ機器を効果的に活用しながら、主体的・対話的で深い学びを視点とした授業改善に向け

全教職員で取り組む。

・教育相談やカウンセリング、コーチング等の手法に関する研修の充実に努める。

・高等学校特別支援隊等と連携した特別支援教育に関する研修の充実を図る。

令和３年５月策定

令和５年６月一部改訂


